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し、表 1の 45項目 5件法の調査紙を作成した。
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?情報とコンピュータ」の題材制作における生徒の意識の変容と情報モラルの指導効果
表１ 第 1回目の調査質問項目 45項目





























a 29＊ 漫画や TVのキャラクターをコピーして配ってもよい
a 30  Webページ（ホームページ）の情報は役に立つと思います


























平成 17年 7月 1,261名、10月 1,339名の回答結果をみると、被験者や学習内容が異なるので、時
表２ ?情報活用に関する意識調査」質問項目と因子分析結果
因 子 ・ 質 問 項 目 因子負荷量 α
因子 1：情報の有効活用への意欲
a 41 いろいろな人と協力するときコンピュータやインターネットは有効 0.68408 0.76
 
a 16 コンピュータやインターネットは情報を集めるときに役立つ 0.67464
 
a 22 コンピュータやインターネットを生活に役立てたい 0.67023
 
a 18 問題を解決していくときにコンピュータやインターネットは有効 0.66681
 
a 30 Webページの情報は役立ちます 0.63670
因子 2：情報活用の知識・技能
a 20 コンピュータやインターネットの仕組みを説明できる 0.76871 0.65
 
a 15 コンピュータで計算処理やグラフ作成ができる 0.69832
 
a 31 Webページを有効に活用する方法を知っている 0.67135
 
a 10 将来コンピュータやインターネット関連の仕事に就きたい 0.39308
因子 3：情報モラルの理解
＊ a 39 音楽 CDや DVDソフトなどコピー配布してよい 0.82288 0.69
＊ a 29 漫画、TVのキャラクターをコピー配布してよい 0.81803
＊ a 38 インターネット上に自他の個人情報を書き込んでよい 0.60848
＊ a 23 偽ブランド品、海賊版 DVDを購入してしまう 0.40294
因子 4：情報モラルを守る態度
a 36 相手の気持ちを考え情報発信することが大切 0.69038 0.58
 
a 43 インターネットを利用するときのルールやマナーを守ります 0.63764
 
a 9 正確な情報を発信することが大切です 0.60705
＊ a 12 音楽 CD、ゲームソフトなどの有償貸与はよい －0.47574
因子 5：情報の送受信への興味・関心
a 28 学校、家庭の出来事をインターネットで公開したい 0.72666 0.64
 
a 21 自分の作品、写真を公開し見てもらいたい 0.70139
 
a 14 電子掲示板、電子メールで友達をつくりたい 0.68078
因子 6：情報の送受信の状況
a 3 携帯電話でよく情報を集めます 0.77723 0.56
 
a 25 電子メールで情報のやりとりをします 0.71277
（表中質問内容を一部省略・変更して表示）。α：クロンバックのα係数。＊：反転項目
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間の推移による効果を厳密には検討できないが、図 1のように、7月と 10月ではほぼ同様の傾向を
示している。回答得点の平均値は、因子 4「情報モラルを守る態度」、因子 3「情報モラルの理解」、






平成 17年 7月の回答結果を学年別にみると、図 2のように、学年が上がるにつれて僅かな差は認
められるものの、全体的にはほぼ同様の傾向がみられた。












家庭でのインターネットの接続状況、携帯電話の保有状況により、平成 17年 7月の第 1回目の調

















（1年生 404名、2年生 423名、3年生 434名）
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場合又は、利用できない場合のそれぞれのグループで、携帯電話を保有している生徒の意識は逆に
低くなっている。
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表４ ?自己紹介カードを作ろう」の学習の経過
授業回数 学 習 内 容 学 習 形 態 等
1 ○ワープロソフトやインターネットの利用 ・一斉指導 ・実習
2 ○学習課題の設定 ・一斉指導 ・実習
3 ○第一次作品の制作 ・実習 ・個別支援
4 ○生徒相互の評価・話し合い① ・班活動
5 ○第二次作品の制作 ・実習 ・個別支援
6 ○教師による情報モラルの指導 ・一斉指導
7 ○第三次作品の制作 ・実習 ・個別支援
8 ○生徒相互の評価・話し合い② ・班活動
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識調査を実施したところ、図 10のような結果が得られた。
学習前後の意識の変容を見ると、因子 3「情報モラルの理解」は 0.31、因子 4「情報モラルを守る
態度」については 0.27ポイント上昇している。この 2つの因子の変容と、前出図 9の評価項目①個
人情報、②著作権・肖像権の推移を比較すると、個人情報や著作権、肖像権への配慮がなされると
ともに、情報モラルの理解や守る態度の意識が高まったことが分かる。
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